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研究成果の概要（和文）：本研究の最大の成果は、自集団の成員を優遇する内集団ひいき現象を

生みだす直接の心理機序が集団内部における自己の評判に対するセンシティビティーにあるこ

とを一連の最小条件集団実験を通して明らかにすることで、集団行動の進化的基盤に対する二

つの説明原理である集団選択と間接互恵性の間の論争に対して、後者を支持する実証的知見を

組織的に提供した点にある。 
 
研究成果の概要（英文）：We have demonstrated through a series of minimal group 
experiments that the proximate psychological mechanism to induce individuals to favor 
members of their own group is in reputation psychology including sensitivity to his or her 
reputation within his or her own group. By empirically demonstrating the operation of this 
reputation psychology, the findings in this study provide a strong support to the indirect 
reciprocity principle, as compared to group-selection principle, as the evolutionary 
foundation of the in-group favoring behavior commonly observed in human society. 
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１．研究開始当初の背景 
人間の行動が集団の枠により大きく拘束さ
れていることは古くから知られている事実
である。この人間行動の集団拘束性に対して
は、心理学においては過去４０年間にわたり、
社会的アイデンティティー理論により説明
されるとされてきた。すなわち、人間の行動
が集団に拘束されるのは、個人が集団との間
に心理的同一性を感じ、自己の同一性を集団
との心理的一体化を通して確立しようとす

る心理機序がもたらした帰結であるとされ
てきた。この社会的アイデンティティー理論
は近年になり、多層進化の一つとしての集団
選択の重要性を強調する進化理論と結びつ
き、人間社会における集団間葛藤が集団内で
の協力行動と共進化したとする結論へと向
かいつつあった。 
 
２．研究の目的 
本研究は上述の研究背景で述べられた、集団
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選択に基づく集団内協力と集団間対立の共
進化という進化理論に対立する、もう一つの
進化理論である間接互恵性理論の観点から
人間行動の集団拘束性を説明することをめ
ざし、そのために、集団内での評判に対する
手掛かりを操作する実験を通して、集団内協
力行動が集団内での評判を高めるように
人々を自発的に協力させるように働く心理
機序である証拠を提出することを主たる目
的としている。 
 
３．研究の方法 
人間の心理機序に組み込まれた集団拘束性
の作用を明らかにするために、集団内部にも
集団間にも利害関係が存在しないとされて
いる最小条件集団を用いて、集団内での協力
行動と集団間での攻撃行動を生み出す要因
の操作を行うという方法を、中心的な研究方
法として用いた。集団内での協力行動及び集
団間での攻撃行動を測定するためには、囚人
のジレンマ・ゲーム、信頼ゲーム、独裁者ゲ
ーム、最後通告ゲームなどの経済ゲームを必
要に応じて用いた。 
 
４．研究成果 
(1) 最小条件集団内での協力行動は集団へ
の同一化によってではなく、集団内での間接
互恵性に対する期待によって生じることを
明らかにした。 
(2) 上述の心理的機序は日本人参加者の間
だけではなく、ニュージーランド人の間でも
存在することを示すことで、集団内間接互恵
性の効果は集団主義文化に特有の現象では
ないことを明らかにした。 
(3) 間接互恵性に対する期待及びそうした
期待に対するセンシティビティーは、他者か
らの“視線”を示唆する手掛かりの存在によ
り高められることを明らかにした。 
(4) 自集団成員に対する信頼に関しても、集
団との同一化が生み出す自集団成員に対す
る好意的な態度によってではなく、集団内部
に存在する間接互恵性に対する期待により
形成されていることを明らかにした。 
(5) 非協力者に対する罰行動は集団の内部
に留まり、他集団における非協力者には及ば
ないことを明らかにした。 
(6) 男性のみから構成される集団において
は間接互恵性の期待が存在しない場合にも、
無条件の自集団への協力が存在するが、そう
した自集団への無条件の協力行動は女性の
みで構成されている集団では見られないこ
とを明らかにした。 
(7) 集団選択に基づく強い互恵性の証拠と
して用いられている最後通告ゲームにおけ
る不公平提案に対する拒否行動のかなりの
部分が、実は公平性を追求する行動ではなく、
自分の評判を維持するためのデフォルトの

行動であることを明らかにした。 
(8) 集団選択説に基づく強い互恵性仮説の
もう一つの証拠である、非協力者に対する罰
行動には、罰行使者が直接に利益を得る可能
性があることを明らかにした。 
(9) 相手からの先制攻撃に対する不安が生
み出す攻撃行動（コストをかけて相手に損害
を与える行動）は、他集団の成員に対してよ
りも自集団の成員に対して生じやすいとい
う結果が示唆された。 
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